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状
授
与
式
と

 

北
見
地
区
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会

お互いを気にかけて助け合う４人の子どもたち
　

30
度
超
え
の
晴
天
と
な
っ
た
６
月
26
日
、
矢
田
目
家
を

訪
ね
ま
し
た
！

　

走
る
事
が
得
意
な
長
男
の
歩
翔
く
ん
。
体
育
の
授
業
で

は
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
が
好
き
で
、
運
動
会
の
徒
競
走
で
も
１

位
に
な
る
ほ
ど
瞬
足
で
す
☆
お
家
で
バ
ナ
ナ
を
む
く
係
に

任
命
さ
れ
て
い
る
歩
翔
く
ん
は
、
来
年
の
家
庭
科
の
授
業

に
向
け
て
芋
を
切
る
な
ど
修
行
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
は

大
工
さ
ん
に
な
り
た
い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

早
起
き
が
得
意
な
長
女
の
澪
奈
ち
ゃ
ん
。
休
日
は
朝
５

時
に
起
き
る
こ
と
も
あ
り
「
も
う
少
し
寝
て
ほ
し
い
な
ぁ

…

（
笑
）
」
と
お
母
さ
ん
の
繭
さ
ん
は
言
い
ま
す
が
、
ご

飯
を
作
っ
て
い
る
間
は
下
の
子
と
一
緒
に
遊
び
お
母
さ
ん

を
助
け
て
く
れ
る
頼
れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。
将
来
は
絵

本
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
組
の
２
人
は
片
道
約
３
キ
ロ
の
自
転
車
通
学
で

す
。
自
宅
付
近
は
長
い
坂
道
で
す
が
「
た
の
し
い
よ
！
」

と
ス
ト
イ
ッ
ク
な
２
人
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
！

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
人
見
知
り
な
次
女
の
結
奈
ち
ゃ
ん
。
４
月

か
ら
幼
稚
園
に
通
い
始
め
、
園
庭
の
遊
具
で
遊
ぶ
の
が
大

好
き
な
よ
う
で
、
給
食
も
完
食
す
る
立
派
な
年
少
さ
ん
。

取
材
中
は
お
父
さ
ん
の
裕
弥
さ
ん
に
く
っ
つ
き
お
父
さ
ん

っ
子
な
一
面
も
♡

　

と
っ
て
も
甘
え
ん
坊
な
末
っ
子
の
琉
愛
く
ん
。
お
兄
ち

ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
琉
愛
く
ん
は

何
で
も
覚
え
る
の
が
早
い
！
大
体
の
事
は
自
分
で
こ
な
す

そ
う
で
、
日
々
出
来
る
事
を
更
新
中
で
す
。

　

お
互
い
を
気
に
か
け
て
遊
ん
だ
り
助
け
合
う
４
人
に
向

け
て
ご
両
親
は
「
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
生
き
て
、
思
い

や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

【ご家族紹介】
前列左から～長男の歩翔くん(９)、次女の結奈ちゃん(３)、
　　　　　　長女の澪奈ちゃん(６)
後列左から～お母さんの繭さん(27)、お父さんの裕弥さん(29)、
　　　　　　次男の琉愛くん(１)
作付内容：馬鈴しょ、秋小麦、てん菜、もち米を約30㌶作付けしています。

栄養満点の
  一番牧草収穫最盛

　きたみらい管内で６月下旬、一番

牧草の刈取り作業が最盛期を迎えて

います。今年度は早い所で６月上旬

から一番牧草の収穫作業が始まりま

した。

　置戸地区北光で約200頭の乳牛を飼養する野里光幸さ

んは６月14日、一番牧草の収穫作業を開始しました。

　一番牧草を約60㌶収穫する予定の野里さんは「収穫作

業は昨年度と同じ時期に開始できたものの、その後不安

定な天候が続き刈取りができなかった。今後の天候が回

復し、最後まで刈取りができることを願っている」と話

してくれました。

　今年度の当ＪＡの計画面積は約4,000㌶となっていま

す。

写真は６月26日、一番牧草を収穫する
置戸地区の野里光幸さんの圃場で撮影。



45

　

北
海
道
の
農
業
・
農
村
を
担
う
一
員
と

し
て
、
新
し
く
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
む
方
に
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
五
連
（
中
央
会
・
ホ
ク
レ
ン
・
北
信

連
・
共
済
連
・
厚
生
連
）
会
長
連
名
の
激

励
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
新
規
学
卒
者
で
10
人
、
Ｕ

タ
ー
ン
で
６
人
、
新
規
参
入
で
１
人
な
ど
、

計
20
人
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
状
授
与
式
は
、
６
月
29
日
に
Ｊ
Ａ

き
た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
行
わ
れ
、

15
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

齊
藤
専
務
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
五

連
の
使
命
と
事
業
内
容
を
説
明
し
た
後
、

同
じ
農
業
人
に
な
る
仲
間
た
ち
へ
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
人
ひ

と
り
に
声
を
掛
け
て
激
励
状
を
手
渡
す
と
、

新
規
就
農
者
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
な
面
持

ち
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

▲激励状を受け取る村上陽さん（留辺蘂地区）

▲激励の言葉を贈る齊藤専務

▲授与式に出席した１5人の就農者とＪＡきたみらいの役員

特 集

～
き
た
み
ら
い
管
内
に
20
人
が
就
農
～

新
規
就
農
者
に
激
励
状
を
授
与

新
規
就
農
者
に
激
励
状
を
授
与

　
第
一
次
産
業
の
農
業
を
「
自
分
の
職
場
」
と
し
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
を
卒
業
し
て

就
農
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
他
産
業
に
従
事
し
、
第
二
の
職
場
と
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ

た
方
、
い
ず
れ
も
農
業
へ
の
情
熱
は
同
じ
で
す
。

　
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
方
に
、
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
五
連
か
ら

激
励
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
の
激
励
状
授
与
式
と
北
見
地
区
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会
が
、
６
月
29
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
北
見
市
、
訓
子
府

町
、
置
戸
町
の
就
農
３
年
目
ま
で
の
若
手

農
業
者
を
対
象
に
し
た
北
見
地
区
新
規
就

農
者
交
流
研
修
会
が
６
月
29
日
に
Ｊ
Ａ
き

た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
行
わ
れ
、

17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
市
２
町
と
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
な
ど
で

構
成
し
て
い
る
北
見
地
区
農
業
振
興
連
絡

協
議
会
の
主
催
で
、
農
業
の
知
識
研
鑽
及

び
情
報
交
換
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
青
年
部
協
議

会
会
長
の
金
一
善
紀
氏
で
「
新
規
就
農
者

に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
金
一
氏
は
、
建
築
関
係
の
メ
ー
カ

ー
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
、
現
在
は
津
別

町
の
畑
作
法
人
「
木
樋
桃
源
フ
ァ
ー
ム
」

で
営
農
の
傍
ら
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
農

協
青
年
部
協
議

会
の
会
長
と
し

て
活
動
し
て
い

ま
す
。
金
一
氏

は
自
身
の
経
歴

や
経
験
を
交
え

な
が
ら
、
機
械

や
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
導
入
な
ど
農
業

経
営
に
お
け
る
事
例
を
紹

介
し
、
農
業
の
魅
力
や
役

割
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
活
動
な
ど

を
通
し
た
周
囲
と
の
関
わ

り
や
、
営
農
の
課
題
解
決

や
改
善
の
大
切
さ
に
つ
い

て
も
話
し
、
最
後
に
新
規

就
農
者
に
期
待
す
る
こ
と

と
し
て
「
楽
し
く
仕
事
を

し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
見
聞
や
人
と
の
か
か

わ
り
を
深
め
、
地
域
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
参
加
者
へ
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

▲新規就農者へエールを送る金一氏

〜
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会
で
金
一
善
紀
氏
講
演
〜

仲
間
や
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

▲金一氏（前列中央）を囲んで記念撮影

▲講師の言葉を真剣に聴く参加者の皆さん ▲講演の様子
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▲瞳の色を見てもらう参加者

▲ドレープを当てている様子

８
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
回
答
し
、
自

己
診
断
を
実
施
。
続
け
て
代
表
者
１
人

に
、
講
師
が
実
際
に
ド
レ
ー
プ
と
呼
ば

れ
る
色
の
つ
い
た
布
を
身
体
に
当
て
な

が
ら
診
断
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
系
統

の
色
で
も
、
明
る
さ
や
色
味
に
よ
っ
て

印
象
が
変
わ
り
ま
す
。
最
後
に
、
診
断

で
出
た
色
を
使
っ
て
メ
イ
ク
を
す
る
と
、

普
段
と
は
違
っ
た
印
象
に
な
り
、
参
加

者
た
ち
か
ら
は
「
そ
の
色
の
メ
イ
ク
の
方

が
明
る
く
可
愛
ら
し
く
見
え
る
よ
！
」

と
感
心
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
出
来
な
か
っ
た
本

研
修
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
生

き
生
き
と
し
た
参
加
者
た
ち
の
表
情
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
東
支
部
〜

ホ
ク
レ
ン
肥
料
緋
牛
内
工
場
で
座
学
と
施
設
見
学
開
催
！

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
西
支
部
〜

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
で
顔
も
気
持
ち
も
明
る
く

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

西
支
部
は
６
月
14
日
、
留
辺
蘂
地
区
事

務
所
で
夏
期
研
修
を
行
い
、
会
員
14
人

と
研
修
体
験
と
し
て
未
加
入
者
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
カ
ラ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
京
谷
志
穂
氏
を
招
き
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
と
は
そ
の
人
の

肌
や
瞳
の
色
か
ら
、
顔
の
発
色
を
良
く

し
た
り
、
プ
ラ
ス
の
印
象
を
も
た
ら
す

た
め
の　

自
分
に
似
合
う
色　

の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
は
、
そ
の

色
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
メ
イ
ク
に
取
り

入
れ
、
日
々
の
生
活
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は

▲施設見学の様子

▲座学研修の様子

も
、
次
回
あ
れ
ば
参
加
を
オ
ス
ス
メ
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
施
設
見
学

や
大
人
数
で
集
ま
る
活
動
は
な
か
な
か

行
え
な
い
状
況
で
し
た
。
今
年
度
は
東

支
部
を
始
め
、
各
組
織
で
も
工
夫
し
な

が
ら
視
察
研
修
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

同
支
部
の
梶
浦
貴
志
支
部
長
は
「
肥

料
情
勢
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、
部
員
の

意
識
向
上
に
繋
が
る
と
て
も
い
い
研
修

に
な
っ
た
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
東
支
部
は

６
月
17
日
、
ホ
ク
レ
ン
肥
料
緋
牛
内
工

場
で
肥
料
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
同
支
部
部
員
22
人
が
参

加
し
、
肥
料
工
場
の
方
を
講
師
に
、
施

設
の
造
粒
工
程
の
見
学
や
肥
料
情
勢
な

ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
講
習
会

終
了
後
は
肥
料
情
勢
や
製
品
管
理
に
つ

い
て
の
質
問
や
意
見
が
挙
が
り
活
発
な

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し

た
部
員
た
ち
か
ら
は
「
近
く
に
肥
料
工

場
が
あ
る
の
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
部
員
に

▲堆肥の切り返し作業見学の様子

▲ＥＣ測定結果の解説を聴く様子

伝
導
度
（
Ｅ
Ｃ
）
の
測
定
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
堆
肥
の
腐
熟
度
合
い
の
比

較
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
か
ら
は
多
数
の
質
問
が

挙
が
り
、
有
意
義
な
学
習
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

同
支
部
の
昆
野
将
之
支
部
長
は
「
近

年
続
く
異
常
気
象
や
肥
料
高
騰
へ
の
対

策
と
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て

効
果
的
な
堆
肥
施
用
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
〜

堆
肥
の
製
造
方
法
、効
用
な
ど
学
習

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
は

６
月
30
日
、
置
戸
町
堆
肥
供
給
セ
ン
タ

ー
で
堆
肥
の
学
習
会
を
開
き
、
部
員
15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
職
員
が
講
師
を
務
め
、
同

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
や
堆
肥
の
製
造
工
程

に
つ
い
て
学
び
、
腐
熟
中
の
堆
肥
を
攪

拌
す
る
「
切
り
返
し
」
作
業
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
堆
肥
の
効
用

や
緑
肥
と
の
違
い
な
ど
を
学
習
し
、
最

後
に
部
員
が
持
ち
寄
っ
た
堆
肥
の
電
気

抜
群
の
甘
さ
！
北
見
メ
ロ
ン

        

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
管
内
で
は
６
月
中

旬
、
「
北
見
メ
ロ
ン
」
の
収
穫
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

北
見
地
区
小
泉
の
川
尻
秀
昭
さ
ん
の

ハ
ウ
ス
で
は
、
赤
肉
品
種
「
ル
ピ
ア
レ

ッ
ド
」
を
約
23
㌃
作
付
け
し
て
お
り
、

６
月
28
日
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

４
月
中
旬
の
定
植
後
は
順
調
に
生
育
、

５
月
下
旬
か
ら
は
低
温
が
続
い
た
も
の

の
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
管
理
な
ど
を
徹
底

し
て
行
っ
た
こ
と
で
、
糖
度
や
ネ
ッ
ト

の
張
り
も
上
々
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

 

収
穫
に
あ
た
っ
て
川
尻
さ
ん
は
「
こ

の
時
期
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
旬
の
味
を

た
く
さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
加
温
・
無
加
温
合
わ
せ
て

約
５
，
０
０
０
ケ
ー
ス
の
出
荷
を
見
込

ん
で
お
り
、
６
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬

ま
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
ス
ー
パ
ー

や
量
販
店
で
販
売
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▲▼メロンの収穫を行う川尻さんご家族
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はるちゃんが
         家族の中心

北見地区・大正　

萩　原　涼　太さん（37歳）

知　香さん（37歳）

りょう　　た

  ち      か

みらいプロジェクトチャンネル
vol.15

　コロナ禍は続いていますが、少しずつウィズコロナとしてコロナ禍での新しい日常の姿が見え

てきている様に感じます。特にそれを感じるのは、これまで中断されてきた「懇親会」に久し振

りに参加した時です。人と会い、会話をすることの大切さを改めて実感している人も多いのでは

ないでしょうか。

　何気ない普段の暮らしの中で、人々がつながっていることが、実は何か起きた時に大きな助け

になるということがあります。先日読んだ本（エリック・クリネンバーグ『集まる場所が必要

だ』）には、アメリカシカゴでの1990年代から2000年代にかけてたびたび起きた熱波による被害

のことが書いてありました。1995年７月に起きた熱波では485例の熱波による関連死が報告されま

した。その要因を解析した疫学調査では、結果として危険因子は「高齢」と「自己管理不能」で

あるとされました。そのことを受けて、高齢者や子どもなどの重症化リスクの高い人は飲酒や暑

い時期の野外活動などを避けるように、という指導がなされたということです。

　また、熱中症による死亡率の違いにはいくつかの傾向がありました。男性は女性よりも高い、

中南米系住民は低い、アフリカ系アメリカ人が大多数を占め、貧困と暴力犯罪が蔓延している地

区は高いなどです。犯罪率が高く、貧困率も高い地域では人々は家にこもりがちとなり、経済的

余裕もないためクーラーを買うことが出来ません。そのため死亡率が高くなったという説明には

納得がいきます。ですが、同じような隣り合う２つの地区で、１つは死亡率が高いが、隣の地区

は高級住宅地の地区と同じくらい低い死亡率だったという結果が判明しました。そしてその２つ

の地区の違いを分けたのが、人々のつながりだったのです。暑い日、寒い日に日常的に「声を掛

け合うことが当たり前だった」この地区。一体、隣の地区と何が違ったのでしょうか。「つなが

りがある」「なし」がなぜ生まれたのでしょうか。

　その答えとして著者が指摘しているのが「社会的インフラ」と呼ぶものです。死亡率の低かっ

た地区の住人は、日常的に歩いてレストランや公園、理髪店、食料品店に通い、町内会や協会の

活動に参加していました。近隣住民は皆知り合いで、気軽に日常的な交流がなされていたので

す。つまり、こうした「場所」が人々のつながりを自然と生む空間となっていたのでした。そこ

に集う人たちは「つながり」を作ろうとしてその場所に通っていたのではありません。そこに行

く必要がある、またはそこに行けば楽しい、という能動的な活動の結果として、つながりが生ま

れました。本の中では「社会的インフラは決定的に重要なものだ。ローカルな対面交流（学校や

プレイグラウンドや地元のレストラン

など）は、社会的な生活の基本にな

る。健全な社会的インフラがある場所

では、人間どうしの絆が生まれる。そ

れは当事者たちがコミュニティをつく

ろうと思うからではなく、継続的かつ

反復的に交流すると（とくに自分が楽

しいと思う活動のために）、自然に人

間関係が育つからだ」とあります。

　ウィズコロナの時代に、農村におい

てどのような「社会的インフラ」を維

持、創造していく事が必要なのか。考

えてみる必要があると感じました。

絆が生まれる場所を作る

「人との出会いを大切に！」

端野地区・川向

川島 睦美さん（61歳）

むつ み

　今回は女性部の川島部長に登場いただきました。

◆出身、結婚に至るまでは？
　出身は端野町で、結婚前までは保育士として働
いていました。夫とは青年団のコーラスクラブで
出会い、ぐいぐいと引っ張ってくれる男らしさに
惹かれました。好きになった人の職業がたまたま
農家でしたが、農家に嫁ぐことに抵抗はありませ
んでした！結婚後も様々な経験をさせてもらい、
この道を選んでよかったと思っています。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　勝気で短気な性格です！とにかく抑えています
が…（笑）でも勝気だからこそ仕事を頑張れてい
るのかもしれません。あととにかく好奇心旺盛！
人との出会いを大切にしているのでいろいろな
集まりに行くのが大好きです。そして明るく過ご
すことを心がけています。自分も周りも楽しくな
れるのが一番ですよね☆
♦趣味は？
　料理や裁縫が好きです。料理、裁縫が得意な母
に習い、今はテレビや人から教わったレシピをア
レンジしながらレシピ集にまとめています。配合か
ら試行錯誤した生食パンやお菓子、乾燥野菜、地
域の仲間と混ぜご飯の具を作ったり幅広くチャ
レンジしています！裁縫は娘がどハマり中なので娘
の方がたくさんやっているかもしれないです（笑）
♦組織活動の魅力は？
　一番の魅力は、「出会い」。たくさんの人に出会
え、次に会った時にフレンドリーに話しかけても
らえるのでとても嬉しいです。集まりに参加して
る人たちは前向きな話ができる人が多いのでと
ても楽しい時間を過ごせます。役員になってから
はさらに輪が広がりましたよ！これからも女性部
活動を通してたくさんの人と交流できるのを楽
しみにしています。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

Qお付き合いから結婚に至るまで
　共通の友人の紹介で知り合って付き合うこ
とになり、約２年の交際を経て結婚に至りま
した。
Qお二人の趣昧は?
　涼太さん…ドラムとゲームです。
　知香さん…愛猫を可愛がることとゲームで
　　　　　　す。
Qこれからしたいことは?
　涼太さん…家族全員でフェスに行きたいで
　　　　　　す。
　知香さん…家族旅行でＵＳＪに行きたいで
　　　　　　す。
Qお互い好きなところは?
　涼太さん…仕事も家事も丁寧に一生懸命や
　　　　　　ってくれるところ。
　知香さん…芯がしっかりあって、落ち着い
　　　　　　ていて冷静で頼れるところ。
Qお互いへの感謝の言葉
　涼太さん…これからも体に気をつけて頑張
　　　　　　ろう。いつもありがとう。
　知香さん…仕事に家事にいつもありがとう。
　　　　　　これからも無理なく楽しんでい
　　　　　　きましょう。

　※写真は今年４月に生まれた愛猫
　　　　　　　　「はるちゃん」も一緒に！
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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
６
月
23
日
、

セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
農
作
業
事
故
の
学
習

会
を
開
き
、
部
員
44
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
の
農
作
業
事
故
が
89

件
、
部
員
自
身
が
負
傷
す
る
事
故
も
発
生

し
て
い
る
た
め
、
青
年
部
で
も
学
習
会
を

通
じ
て
今
一
度
事
故
に
対
す
る
知
識
と
意

識
を
持
ち
、
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
会
は
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
か
ら
講

師
を
招
き
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

対
策
や
、
実
際
に
大
け
が
に
つ
な
が
っ
た

事
例
な
ど
を
学
び
、
部
員
間
で
の
情
報
共

有
も
行
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
貝
沼
隼
人
部
長
は

「
焦
っ
て
作
業
を
し
て
事
故
を
起
こ
す
と
、

か
え
っ
て
時
間
を
浪
費
し
て
し
ま
い
、
最

悪
の
場
合
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に

　
毎
年
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
多
く
の
農
作
業
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
例

年
、
収
穫
時
期
に
農
作
業
事
故
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
今
後

農
作
業
事
故
を
一
件
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
農
作
業
安
全
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
の
で
紹
介
致
し
ま
す
。

な
る
。
数
秒
の
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
農
作

業
安
全
を
徹
底
し
て
作
業
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲学習会の様子

　

６
月
30
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務

所
で
経
営
主
向
け
農
作
業
安
全

講
習
会
を
開
催
し
、
16
人
（
Ｗ

ｅ
ｂ
参
加
含
む
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
毎
年
多
く
の
農

作
業
事
故
が
発
生
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
こ
の
講
習
会
を

通
し
て
今
一
度
、
各
経
営
体
で

安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
「
経
営
者

と
し
て
安
全
な
農
作
業
環

境
を
考
え
る
」
と
題
し
、

豊
川
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
事
務
所
の
豊
川
所

長
か
ら
農
作
業
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
、
労
働
災
害

の
発
生
＝
大
き
な
損
害
と

い
っ
た
労
働
災
害
が
事
業

者
に
も
た
ら
す
責
任
な
ど
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

い
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で
事
故

を
回
避
で
き
た
と
安
心
せ

ず
、
事
故
が
起
き
た
と
い

う
認
識
を
忘
れ
な
い
で
ほ

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
学
習
会

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
〜

　

６
月
28
日
、
訓
子
府
町
で
女
性
農
業
者

研
修
会
を
開
催
し
、
管
内
の
女
性
農
業
者

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
目
指
す
な
ど
、
こ
れ
か
ら

農
作
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
女
性
農
業

者
を
応
援
す
る
た
め
、
農
業
基
礎
や
農
作

業
安
全
の
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場

の
講
堂
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
意
欲
的

に
農
作
業
に
取
り
組
む
女
性
農
業
者
の
紹

介
、
「
女
性
が
活
躍
す
る
農
作
業
現
場
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

農
作
業
安
全
講
習
会
を
実
施
。
午
後
は
、

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
自
動
操
舵
ト

ラ
ク
タ
ー
の
体
験
試
乗
や
農
薬
散
布
用
ド

ロ
ー
ン
の
実
演
会
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
の
Ｖ
Ｒ

動
画
を
用
い
た
農
作
業
事
故
の
仮
想
体
験

を
し
た
他
、
農
作
業
事
故
防
止
に
向
け
た

ポ
テ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー
を
装
着
し
た
実
機
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
実
際
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
作

業
し
て
い
る
方
の
話
を
聞
け
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

農
業
は
安
全
な
作
業
が
第
一
だ
と
思
う
の

で
、
改
め
て
家
族
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

▲作業機を装着したトラクターの危険箇所を確認する参加者

▲グループワークを行う参加者

女
性
農
業
者
研
修
会

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
労
働
事
故
受
付

件
数
が
毎
年
約
80
件
発
生
し
て

お
り
、
軽
症
で
済
む
も
の
か
ら

切
断
な
ど
重
症
を
負
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
の
大
事
故
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
作
成
し
た
冊
子
は
、
農

研
機
構
が
農
作
業
の
安
全
性
や

事
故
防
止
対
策
の
情
報
提
供
を

目
的
に
運
営
し
て
い
る
「
事
故

事
例
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
掲
載

さ
れ
た
、
実
際
に
発
生
し
て
い

る
農
作
業
事
故
を
さ
ら
に
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
冊
子

を
各
経
営
体
で
活
用
し
て
頂
き
、

「
安
全
な
農
作
業
に
向
け
て
」冊
子
を
作
成

経
営
主
向
け

　

    

農
作
業
安
全
講
習
会

農
作
業
安
全
の

 
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

家
族
や
従
業
員
へ
の
注
意
喚
起
、

情
報
共
有
を
行
っ
て
「
農
作
業
事

故
ゼ
ロ
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

冊
子
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
組
合
員
専
用
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
他
、
各
地

区
事
務
所
に
置
い
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
い
。
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

を
共
有
し
皆
さ
ん
で
改
善
策
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
安
全
長
靴
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い

た
。
早
く
安
全
装
備
を
導
入
し

よ
う
と
思
う
」
と
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。▲講習会の様子

▲稲・畑作Ｖｅｒ．と酪農Ｖｅｒ．それぞれの表紙

▲稲・畑作Ｖｅｒ．の一部抜粋
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　私はＫｉＴ Ｃ．Ｃ．に所属しながら、ＪＡきたみら
いで働いている臼井槙吾（営農振興部担い手Ｇ）で
す。
　私たちは2022年５月20日、北見市常呂町にて行
われた「第39回日本カーリング選手権大会ワイルド
カード枠決定戦」に出場し、「チーム岩手」との対
戦で、見事勝利することができました。この大会の
結果により、５月21日より行われた「第39回全農日
本カーリング選手権大会」に進むこととなりました。
　日本選手権では、予選ブロック通算４勝４敗（全
体４位）となり、プレーオフに進出することができ
ました。プレーオフでは「コンサドーレ」と対戦
して敗れ、４位という結果で大会を終えました。
　ＪＡきたみらいをはじめ、協賛していただいて
いるスポンサーの方々、チームを支援していただ
いている地域の方々に支えられ、チームとして初
めての日本選手権に出場することができました。
これからも次のステージに向けて、精進していき
たいと思っておりますので、応援よろしくお願い
します！

▲▼試合中の様子（C）ＪＣＡ ＩＤＥ

２期生が来北！外国人技能実習生紹介
６月15日付で営農振興部担い手グループに配属されたベトナム人技能実習生３人をご紹介します。
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2000年10月１日生まれ 21歳 2000年７月22日生まれ 21歳 2002年６月24日生まれ 20歳

　夏の農作業に向けて、組合員
さん考案のペットボトルケース
を作りました。凍らせた飲み物
を入れて使用する予定です。

熱中症対策
    グッズを作製

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

「基本チェックリスト」について ①
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第５回 理事会報告
　６月28日、午前９時00分より第５回定例理事会が開催さ
れ、報告事項16件、決議事項７件が協議され、原案通り承
認されました。
　
【報告事項】
①組合員状況報告について
②財務状況報告について
③道連の決算及び剰余金について
④ＪＡバンク基本方針に基づく体制整備モニタリング報告 
　について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく経営状況（財務モニタリン
　グ）報告について
⑥ＣＳＲレポート2022の発行について
⑦作況調査（６月15日）報告について
⑧ＰＣＮ発生に係る対応経過について
⑨きたみらい農畜産物生産構造ビジョンに係る組合員対応
　について
⑩令和４年産なまぐさ黒穂病の対応について
⑪生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑫第19回ＪＡきたみらい乳牛共進会について
⑬Ｒ３年度燃料事業正組合員向け利用促進奨励施策実施報
　告について
⑭夏期地区別懇談会実施日程の変更について
⑮令和４年６月18日～20日降雹・集中豪雨被害報告について
⑯降雹・集中豪雨被害による購買部門の対応について
　
【決議事項】
①固定資産の取得について
②規程類の改正について
③ＪＡコントラクター事業の請負料金単価改定について
④Ｒ４年肥料事業推進方針について
⑤理事に対する資金の貸付について
⑥Ｒ４年夏期地区別懇談会提出資料について
⑦Ｒ４年農産・青果物取扱要領の設定について

大量硬貨入金手数料の
設定について（お知らせ）
　平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し
上げます。
　さて、当組合は令和４年８月１日より下記の
通り、金融窓口にて硬貨入金の際の手数料を設
定させていただきます。
　組合員・利用者の皆様にはご不便をお掛けい
たしますが、ご理解とご協力を賜ります様お願
い申し上げます。

※同時に複数回入金される場合は枚数を合計します。

手数料額

設定開始日　令和４年８月１日

2,001枚以上 ７７０円（1,000枚毎に220円加算）

1,001～2,000枚 ５５０円

301～1,000枚 ３３０円

１～300枚

区　　分 手　　数　　料

無　　　料



　　  うすぐ運動会です！

       ダンスやリレー頑張ります！

       晴れるといいな～

　　  付けは順調に進んだが、雨が降らず風が吹き、

　　  畑に水分が足らず作物も必死。なんとか生き残り、

気候と秋まで戦い、良い収穫が迎えられますように。

1617

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

６月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　６月号のまちがいさがしの答えは「１、５、７、10、12」

でした。正解者29名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「芳醇　玉葱

醤油」と「玉ねぎうま塩」をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・斉藤　義博さま（訓子府）・竹村　咲希さま（訓子府）
・岡崎　　丞さま（訓子府）・山本　純子さま（上常呂）
・黒須　来春さま（北　見）・菅野恋々路さま（相　内）

　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答え
（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を記入
してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ね
ぎと牛すじのカレー」と「玉ねぎとチーズが溶
け込んだポークカレー」をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　一部地域ではひょうが降ったり、大雨で用水路が

氾濫した６月。おかしな天候ばかりで、落ち着かな

い日々が続きますね…。 　どんなダンスを踊るのかな？いっぱい練習していっぱい

食べて、当日はめいっぱい楽しんでね！

（匿名希望） （置戸地区　小木　日菜莉さん）

植 も
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和４年６月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,611人

5,838人

903戸

115,965百万円

17,386百万円

4,866百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

マコモタケとカキのもろみそ焼きタケノコの香草焼き

・７月に入り、夏らしい暑さが続いています。今月下旬から各作物の収穫作業

　が始まり、組合員の皆さんは繁忙期を迎えることと思います。熱中症等に気

　をつけて水分補給やこまめな休養を取るようにお願い致します。無理はキン

　モツですよ！

・今月号ではＪＡで取り組む農作業安全対策について紹介しています。その中

　の「安全な農作業に向けて」の冊子は、安全対策を行う上でとても有効であ

　ると考えています。忙しくなるこの時期ですが、今一度、身の回りの危険リ

　スクの発見、回避に向けてご活用ください。　　　　　　　  （菊池　光祐）

◆ 材料（１人分）◆

❶タケノコは皮から外し、ズッキーニ、フ
ルーツトマトと共に大きめのさいの目に
切る。マッシュルームは半分に、ホタル
イカは目とくちばしを外しておく。
❷ボウルに①の材料を入れ塩・こしょうし、

オリーブ油とパルメザンチーズを入れ混
ぜ合わせる。
❸タケノコの皮に混ぜ合わせた材料とタイ

ムをのせ、180度に熱したオーブンで７
～８分焼き上げて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（１人分）◆
………………………………1/4本

　
………………………1/2個

……………………………1/8本
………………………１個

…………５尾
…………………………………２本

………………………大さじ２
…………………………適宜

………………大さじ１

タケノコ
（下ゆでして縦に4等分したもの）
フルーツトマト
ズッキーニ
マッシュルーム
ホタルイカ（ホタテでも可）
タイム
オリーブ油
塩・こしょう
パルメザンチーズ ◆ 作 り 方 ◆

……………………………１本

……………………………………５粒

…………………………大さじ１

…………………………………適宜

………………………………………少々

………………………………少々

マコモタケ

カキ

もろみそ

料理酒

塩

しょうゆ

❶マコモタケは元の白い部分の堅い皮をピ

ーラーでむき半分に割る。

❷カキはよく水洗いし、熱湯で30秒ほどゆ

で、ざるにあげ水気をよく拭きボウルに

入れ、もろみそ、しょうゆとあえておく。

❸180度のオーブンで、料理酒をかけ塩を

振ったマコモタケを５～６分焼き、いっ

たん取り出してカキをのせ、さらに３～
４分焼き上げ出来上がり。


